
市民参画・協働を市民に普及するため、情報を届けたい相手に応じた手法や媒体の選択

表現の分かりやすさやデザイン性を高めるなど、伝わる工夫を行います。

あらゆる世代や分野の市民が、自らの意見を発信し、人とのつながりやまちの課題を通してまちづくりに関われるよう、市民参画の手法の充実や、対話・交流など参加機会の充実を図ります。

まちの課題解決の取組を、活動に至ったプロセスを含め「見える化」し、活動情報へのアクセス性を高め、市民との共有を進めていきます。
また、多様な主体との協働による情報発信を展開し、まちづくりへの関心を高めていきます。

【資料３】

〔参画・協働の形態〕

以下の中から選択してくださ

い

①共催・実行委員会・協議会

②後援

③事業協力・協定

④補助・助成

⑤企画立案への参画

⑥情報共有・意 見交換

⑦広聴

⑧公共施設の提供

〔計画〕欄の記号判例

実施：取組内容を実施（一部実施を含む）

検討：取組内容の改善検討、新たに企画

準備：取組内容の実施に向けて準備中

－ ：事業中止・終了もしくは実施予定なし

〔実績〕欄の記号判例

S：計画以上の成果を得たもしくは改善実施ができた
A：計画通り目的達成もしくは計画通り実施
B：計画通りではないが一定の目的を達成もしくは実施
C：目的を達成できずもしくは未実施


